
《
萩
組
団
体
参
拝
受
付
締
切
せ
ま
る
》

い
よ
い
よ
、
こ
の
四
月
九
日
よ
り
来
年
一
月
ま
で
五
十
六
日
間
百
十
座
、
親

平
成
二
十
二
年
度
の
光
山
寺
中
期
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
が
始
ま
り
ま
し
た
。
五
十
年
の
一
度
の
ご
勝

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

縁
に
遇
え
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
有
難
い
こ
と
で
す
。
萩
組
二
十
二
ヶ
寺
で
は
、

★
光
山
寺
法
要

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
が
法
要
に
ご
参
詣
で
き
る
よ
う
に
、
二
泊
三
日
・
一

五
月
一
・
二
日
（
日
・
月
曜
）
春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
中
島
昭
念
師
）

泊
二
日
の
コ
ー
ス
に
分
け
て
団
体
参
拝
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
（
詳
細
は
別

九
月
二
六
・
二
十
七
日
（
月
・
火
曜
）
秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
上
原
泰
教
師
）

去
る
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
の
地
震
の
災
害
紙
）
両
プ
ラ
ン
と
も
初
日
の
ご
本
山
法
要
参
拝
、
帰
敬
式
の
受
式
や
大
谷
本
廟

★
山
口
教
区
・
萩
組

き
き
よ
う
し
き

で
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
へ
の
分
骨
納
骨
も
可
能
で
す
。
申
し
込
み
締
め
切
り
が
四
月
末
と
な
っ
て
い
ま

五
月
十
八
日
（
水
曜
）

萩
組
初
参
式
（
萩
幼
稚
園
）

こ
の
未
曽
有
の
災
害
に
よ
っ
て
い
の
ち
を
失
わ
れ
た
皆
様
、
さ
ら
に
は
す
。
三
月
十
六
日
現
在
、
予
定
参
拝
者
三
百
名
に
対
し
て
二
百
名
の
申
し
込
み

六
月

九
日
（
木
曜
）

山
口
別
院
、
永
代
経
法
要
（
萩
組
参
拝
日
）

ご
遺
族
の
皆
様
に
対
し
、
重
ね
て
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
申
し

六
月
十
二
日
（
日
曜
）

萩
組
仏
教
婦
人
会
大
会
（
萩
幼
稚
園
）

宗
門
で
は
、
地
震
発
生
直
後
に
「
緊
急
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
す
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、
既
に
参
加
申
し
込
み
を
お
受
け
し
た
方
は
、

六
月
二
五
日
（
土
曜
）

萩
組
総
代
会
総
会
（
平
安
寺
）

る
と
と
も
に
、
東
北
教
区
教
務
所

(

本
願
寺
仙
台
別
院
内)

と
東
京
教
区
六
月
末
ま
で
に
残
金
を
必
ず
お
届
け
く
だ
さ
い
。（
一
泊
二
日
は
残
金
四
万
四

六
月
下
旬

（

曜
）

萩
組
若
婦
研
修
会
（
永
照
寺
）

教
務
所

(

本
願
寺
築
地
別
院
内)
に
「
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
」
を
設
千
円
、
二
泊
三
日
は
残
金
七
万
九
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
）

七
月

一
日
（
金
曜
）

萩
組
仏
教
壮
年
会
総
会
（
平
安
寺
）

置
し
、
状
況
把
握
に
努
め
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
〈
光
山
寺
若
院
、
本
願
寺
派
「
司
教
」
に
昇
階
〉

光
山
寺
総
代
堀
誠
一

七
月

十
日
（
日
曜
）

萩
組
仏
教
壮
年
会
研
修
会

東
北
地
方
は
東
北
全
県
で
東
北
教
区
と
い
い
ま
す
が
、
九
二
ヶ
寺
が
被
「
平
素
は
光
山
寺
の
護
持
発
展
に
ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
昨
年

七
月

十
日
（
日
曜
）

萩
組
青
壮
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

災
し
、
こ
の
う
ち
二
ヶ
寺
が
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
十
一
月
の
報
恩
講
の
席
に
お
い
て
、
光
山
寺
若
院
が
四
月
に
龍
谷
大
学
准
教
授
か
ら
教

七
月
二
七
日
〜
二
八
日
（
水
・
木
曜
）
萩
組
子
供
一
泊
合
宿
（
萩
幼
稚
園
）

こ
の
他
に
東
京
教
区
の
一
七
八
ヶ
寺
で
地
震
に
よ
る
被
害
を
は
じ
め
、
授
に
昇
格
さ
れ
た
こ
と
を
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
年
一
月
二
五
日
に
本

★
子
供
会
（
土
曜
学
校
）

午
前
九
時
（
本
堂
）

広
範
囲
で
寺
族
と
ご
門
徒
の
皆
様
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
福
願
寺
派
（
西
本
願
寺
）
の
学
識
者
の
位
で
あ
る
学
階
「
司
教
」
へ
昇
階
さ
れ
、
二
月
二

五
月
二
一
日
（
土
曜
）・
六
月
十
八
日
（
土
曜
）・
七
月
十
六
日
（
土
曜
）

島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
多
く
の
方
々
に
不
安
を
抱
か
せ
て
い
ま
五
日
に
ご
本
山
に
て
伝
達
式
が
本
願
寺
派
総
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

八
月

六
日
（
土
曜
）
※
原
則
第
三
土
曜
家
族
の
日
に
開
催
。

す
。
本
願
寺
で
は
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
忌
大
遠
忌
法
要
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

ご
本
山
に
浄
土
真
宗
の
教
学
の
研
鑽
を
き
わ
め
る
学
階
制
度
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
仏
教
青
年
会

子
供
会
と
合
同
開
催
（
庫
裏
）

を
、「
世
の
な
か
安
穏
な
れ
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
宗
祖
の
お
心
を
こ
の
学
階
に
は
得
業
↓
助
教
↓
輔
教
↓
司
教
↓
勧
学
と
い
う
五
段
階
が
あ
り
ま
す
。
ま

七
月

十
日
（
日
曜
）・
八
月

六
日
（
日
曜
）

体
し
、
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
の
悲
し
み
に
寄
り
添
い
、
そ
の
思
ず
、
学
階
試
験
を
受
け
合
格
し
、
次
の
学
階
を
取
得
す
る
に
は
定
め
ら
れ
た
年
数
を
要

★
仏
教
壮
年
会

い
を
わ
か
ち
あ
っ
て
大
遠
忌
法
要
を
お
勤
め
す
る
こ
と
が
、
総
長
と
ご
し
、
筆
記
・
口
頭
試
験
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
輔
教
か
ら
司
教
に
な
る
に
は
、
論
文
審

五
月
未
定
日
（
日
曜
）
午
後
七
時

仏
教
壮
年
会
総
会
（
本
堂
）

門
主
さ
ま
か
ら
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

査
が
あ
り
ま
す
。
勧
学
（
定
員
十
八
名
）
が
最
高
位
で
す
が
、
司
教
（
現
在
二
二
名
）

六
月
下
旬

（
日
曜
）
午
前
八
時

光
山
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ま
た
、
こ
の
度
「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」
の
受
付
窓
口
を
開
設
い
は
勧
学
に
次
ぐ
学
階
で
、
勧
学
と
共
に
格
別
な
階
位
と
し
て
、
教
学
の
指
導
的
役
割
を

★
仏
教
婦
人
会

た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

担
っ
て
い
ま
す
。

五
月
二
二
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
期

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
難
関
と
狭
き
門
を
突
破
し
、
司
教
に
昇
階
さ
れ
た
若
院
に
対
し
、

五
月
二
九
日
（
日
曜
）
午
後
一
時
半

全
役
員
会

間
は
、
平
成
二
三
年
三
月
十
二
日
（

大
い
な
る
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

六
月
三
十
日
（
木
曜
）
午
前
八
時
半

清
掃
・
莊
厳
・
リ
ハ
ー
サ
ル

土
）
よ
り
当
分
の
間
。
郵
便
振
替
：

若
院
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
精
進
い
た
だ
き
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
の

七
月
二
・
三
日
（
土
・
日
曜
）

光
山
寺
婦
人
会
法
座
（
佐
々
木
大
乗
師
）

０
１
０
０
０
〜
４
〜
６
９
９
５
７
加

根
本
で
あ
る
念
仏
成
仏
の
み
教
え
、
な
か
で
も
生
死
を
超
え
る
一
切
は
阿
弥
陀
仏
に
「

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

入
者
名
：
た
す
け
あ
い
募
金
、
通
信

お
ま
か
せ
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
他
力
回
向
の
信
心
を
布
衍
さ
れ
、
専
ら
阿
弥
陀

六
月
十
三
日
（
月
曜
）・
八
月

八
日
（
月
曜
）

欄
に
「
東
日
本
大
震
災
」
と
ご
記
入

仏
に
帰
依
す
る
生
き
方
を
広
く
伝
道
さ
れ
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
す
す

★
礼
讃
の
夕
べ
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

く
だ
さ
い
。
光
山
寺
本
堂
に
も
同
募

ん
で
最
高
学
階
で
あ
る
「
勧
学
」
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
そ
の

五
月
十
四
日
（
土
曜
）・
六
月
十
一
日
（
土
曜
）・
七
月
十
六
日
（
日
曜
）

金
箱
が
仏
教
婦
人
会
に
よ
り
設
置
さ

た
め
に
は
、
私
た
ち
門
徒
が
、
ご
聴
聞
等
で
光
山
寺
へ
お
参
り
す
る
な
ど
、
寺
を
護
持

八
月

六
日
（
土
曜
）・
九
月

三
日
（
土
曜
）・
十
月

八
日
（
土
曜
）

れ
て
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
ご
協
力

す
る
こ
と
が
、
若
院
「
勧
学
」
へ
の
道
の
励
み
と
、
後
押
し
と
な
る
で
し
ょ
う
。
多
く

く
だ
さ
い
。

の
ご
門
徒
の
皆
様
の
光
山
寺
へ
の
お
参
り
を
願
い
し
て
、
お
知
ら
せ
と
致
し
ま
す
。」

※
コ
ー
ラ
ス
・
雅
楽
練
習
会
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
〜
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分
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光
山
寺
本
堂
の
修
繕
補
修
行
わ
れ
る

■
真
の
宗
教
ど
う
選
ぶ
■
科
学
技
術
の
進
歩
と
経
済
の
成
長
の
み
で
は
、
私
た
ち
に
不
安
と
孤

法
要
の
な
い
一
月
よ
り
急
遽
、
光
山
寺
本
堂
の
ガ
ラ
ス
戸

立
感
を
慕
ら
せ
る
の
み
と
知
る
と
き
、
必
然
的
に
人
々
は
宗
教
を
求
め
、
ま
さ
し
く
正
し
い
宗
教
生
活
を
営
ま

の
サ
ッ
シ
化
、
畳
の
張
り
替
え
、
周
り
縁
側
板
の
交
換
な
ど

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
宗
教
も
私
た
ち
の
身
近
に
は
十
万
と
も
二
十
万
と
も
、
欲
望
の
数
ほ
ど
存
在
し
て
い

●

礼
讃
の
夕
べ
五
月
十
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
八
時
よ
り
今
年
も
開
催
！

の
修
繕
補
修
作
業
が
行
わ
れ
、
三
月
中
旬
に
終
了
し
た
。
縁

ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
私
の
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
選
択
す
る
か
、
そ
の
見
極
め
と
し
て
三
観
点
か
ら
、
宗
祖

「
正
信
念
仏
偈
」
の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
お
経
の
練
習
会
も
今
年
で
二
十
一
年
目
と
な

側
板
の
交
換
な
ど
に
際
し
て
は
勝
田
組
さ
ん
に
多
大
な
ご
尽

聖
人
は
お
勧
め
下
さ
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
私
た
ち
の
欲
望
（
願
望
）
を
そ
の
ま
ま
肯
定
し
、
そ
れ
を
叶
え

り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
お
経
の
練
習
会
と
し
て
、
本
年
も
五
月
か
ら
十
月
ま
で

力
を
い
た
だ
い
た
。
ご
門
徒
の
皆
様
に
は
以
前
よ
り
快
適
な

る
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
悩
み
の
要
因
を
外
に
語
り
、
怨
霊
な
ど
の
崇
り
と
か
吉
凶
な
ど
を
示
し
て
、
そ
の
不

の
月
一
度
の
練
習
（
原
則
第
二
土
曜
日
の
午
後
八
時
）
で
、
お
経
本
（
聖
典
）
を
中
心
に
日

環
境
で
ご
聴
聞
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

成
就
は
信
心
不
足
と
し
て
責
め
る
。
そ
の
よ
う
な
宗
教
は
「
偽
な
る
宗
教
」
と
し
て
「
九
十
五
種
世
を
け
が
す
」

常
の
基
本
的
勤

行
の
一
通
り
を
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
経
本
を
お
持
ち
で
な
い
方

一
層
の
ご
聴
聞
と
寺
院
行
事
へ
の
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い

と
、
捨
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
二
つ
は
前
者
と
は
逆
に
、
私
た
ち
の
欲
望
を
一
切
否
定
し
、
専
ら
聖
な
る

ご
ん
ぎ
よ
う

は
光
山
寺
に
て
用
意
し
ま
す
の
で
参
加
当
日
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
最
近
で
は
新
し
い
参

申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
を
追
求
し
、
特
に
論
理
的
に
そ
の
教
理
の
成
立
を
説
く
宗
教
は
「
仮
な
る
宗
教
」
と
し
て
「
定
水
を
こ
ら

加
の
方
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
お
若
い
方
、
は
じ
め
て
参
加
の
方
は
大
歓
迎
で
す
。

法
話
「
転
ぜ
ら
れ
て
生
き
る
」

長
野
市
専
福
寺

峰
川
尭
舜

し
切
れ
ず
・
・
・
心
月
を
観
じ
得
ぬ
・
・
・
」
現
存
す
る
こ
の
私
と
の
、
あ
ま
り
に
大
き
な
距
離
間
に
泣
い
て

（
お
申
し
込
み
は
不
要
・
無
料
で
す
）

■
情
報
過
多
の
な
か
で
■

今
年
一
月
二
十
三
日
、
実
用
放
送
衛
生
（
ゆ
り
２
号
ａ
）
が

い
か
れ
る
の
で
す
。
最
後
に
「
真
な
る
宗
教
」
と
し
て
お
示
し
下
さ
る
宗
教
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
欲
望
を
単
に

●

光
山
寺
初
参
式
五
月
二
十
二
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

打
ち
上
げ
ら
れ
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
時
代
到
来
の
象
徴
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

肯
定
し
た
り
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
み
教
え
に
出
遇
っ
た
人
は
必
ず
転
成
さ
れ
る
こ
と
を
説
く
宗
教
と

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を
実
施
し
て

た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
通
信
手
段
の
進
展
で
大
量
の
情
報
を
高
速
で

お
勧
め
下
さ
い
ま
す
。
渋
柿
の
渋
は
、
そ
の
ま
ま
残
る
の
で
は
な
く
、
柿
の
実
の
外
に
ス
ー
と
抜
け
る
も
の
で

い
ま
す
。
今
年
も
五
月
二
十
二
日
光
山
寺
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
生
後
一
年
く
ら
い
ま

や
り
と
り
が
で
き
、
さ
ら
に
今
、
電
電
公
社
で
進
め
て
い
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
全
国
に
張
り
巡
ら
さ

な
く
、
渋
そ
の
も
の
が
太
陽
光
線
を
は
じ
め
と
す
る
諸
条
件
に
恵
ま
れ
、
甘
味
そ
の
も
の
に
転
ぜ
ら
れ
る
よ
う

で
の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
仏
の
子
と
し
て
育
つ
た
め
仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ

れ
る
と
今
の
生
活
の
パ
タ
ー
ン
が
一
変
し
て
し
ま
い
、
例
え
ば
職
場
勤
務
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
各
種

に
－
。「
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
信
心
を
め
ぐ
ま
れ
、
念
仏
を
申
す
人
生
を
歩
み
、
浄
土
で
真
の
さ

う
合
同
の
初
参
式
で
す
。
昨
今
子
供
の
減
少
が
激
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
う
か
ご
親
戚
等

証
明
、
指
定
券
、
医
療
、
学
習
等
々
、
す
べ
て
在
宅
で
可
能
に
な
る
と
い
う
、
ま
さ
に
私
た
ち
の
今

と
り
に
至
る
の
が
浄
土
真
宗
で
あ
り
ま
す
」
と
「
教
書
」
に
お
示
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
浄
土
真
宗

に
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
申
し
込
み
、
ご
参
加
く
だ
さ

の
生
活
の
上
に
想
像
も
つ
か
な
い
驚
く
べ
き
時
代
が
、も
う
数
年
先
に
や
っ
て
く
る
の
だ
そ
う
で
す
。
の
み
教
え
に
出
遇
っ
た
人
は
、
平
素
好
嫌
を
は
じ
め
と
す
る
愛
欲
の
世
界
に
と
ら
わ
れ
、
ま
た
世
間
体
を
気
に

い
。
尚
、
お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年
月
日
等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当
日
参

現
在
で
す
ら
過
多
気
味
の
情
報
の
渦
の
中
で
、
選
択
の
手
段
も
見
出
せ
ぬ
ま
ま
人
に
勧
め
ら
れ
、
ま

し
て
疑
心
に
縛
ら
れ
、
ま
す
ま
す
自
ら
の
小
さ
な
殻
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
の
私
が
、
ご
本
願
に
遇
わ

加
で
き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自
宅
で
の
初
参
式
も
受
け
付
け

た
自
己
の
利
害
の
み
を
基
準
と
し
て
そ
の
情
報
に
繰
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
に
、
そ
れ
に
加
え
さ
ら
に
精

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
心
を
開
き
、
広
い
世
界
に
、
限
り
あ
る
命
を
本
当
に
生
き
抜
く
身
に
転
ぜ
ら
れ

て
い
ま
す
。
尚
、
萩
組
の
初
参
式
は
五
月
十
八
日
に
萩
幼
稚
園
に
て

密
で
多
量
の
情
報
が
出
現
す
る
と
い
う
中
で
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
よ
ほ
ど
し
っ
か
り
し
た
私

て
い
く
の
で
す
。

開
催
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
も
参
加
受
付
中
で
す
。

の
人
生
が
確
立
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
看
病
す
る
姿
に
感
動
■

五
十
一
歳
半
ば
よ
り
七
十
歳
過
ぎ
ま
で
の
十
数
年
間
、
植

●

親
鸞
聖
人
鑚
仰
会

会
員
募
集
！

■
物
が
先
行
す
る
時
代
■

経
済
の
高
度
成
長
政
策
の
効
果
が
具
体
的
に
見
え
始
め
た
昭

物
人
間
の
夫
を
看
取
っ
た
お
同
行
は
、
寺
の
主
な
法
座
の
時
以
外
は
、
す
べ
て
一
人
で
看
病
し

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、
同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
た
「
親

和
四
十
一
年
の
東
大
の
卒
業
式
に
、
学
長
・
茅
誠
司
氏
が
「
人
間
疎
外
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
て

切
っ
た
の
で
す
。
最
初
の
頃
は
、
ど
う
せ
不
治
の
病
な
ら
「
父
さ
ん
死
ん
で
ち
ょ
う
だ
い
」
と

鸞
聖
人
鑚
仰
会
」
を
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、
新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
訓
辞
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
こ
の
言
葉
が
多
用
さ
れ
、
お
互
い
の
警
鐘
と
な

そ
っ
と
言
い
、
夫
の
死
を
も
願
っ
た
ほ
ど
、
つ
ら
く
悔
し
さ
募
る
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
、
時

ご
門
徒
に
限
ら
ず
、
年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
仰
ぐ
方
々
の

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
成
果
も
見
ぬ
ま
ま
、
さ
ら
に
「
親
子
の
断
絶
」
な
ど
に
気
付
き
な
が
ら
な
す

間
を
惜
し
む
よ
う
な
真
撃
な
聞
法
を
続
け
、
看
病
し
て
い
る
う
ち
に
あ
る
日
、
夫
の
再
び
目
覚

集
ま
り
で
す
。
年
会
費
は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。
西
本
願
寺
の
『
季
刊
せ
い
て

術
も
な
く
進
み
ま
し
た
。
現
代
は
「
家
庭
機
能
の
崩
壊
」
と
い
う
孤
独
の
深
淵
の
中
に
沈
み
込
み
、

め
る
こ
と
の
な
い
寝
顔
を
見
つ
め
つ
つ
、
ふ
と
「
こ
の
私
は
今
、
味
覚
、
視
覚
、
聴
覚
が
あ
り
、

ん
』
を
中
心
に
学
習
し
ま
す
。
浄
土
真
宗
聖
典
註
釈
版
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
お
持
ち
で

そ
の
寂
し
さ
か
ら
の
脱
出
を
企
て
る
者
を
己
の
利
益
の
追
求
に
走
ら
せ
る
あ
ま
り
、
我
利
我
利
亡
者

言
葉
が
言
え
、
手
足
も
動
く
」
そ
の
有
難
さ
に
目
覚
め
て
、
旅
行
一
つ
行
け
ぬ
事
を
愚
痴
っ
た

な
い
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。
尚
、
開
催
は
原
則
偶
数
月
第
三
月
曜
日
午
後
八
時
よ
り
と
な

の
量
産
と
い
う
世
相
を
招
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
孤
独
な
る
が
故
に
少
年
を
非
行
、

己
を
恥
じ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
「
こ
ん
な
私
を
許
し
て
下
さ
る
ご
本
願
の
教
え
に
気
付
か

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
別
紙
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

暴
力
に
追
込
み
、
熟
年
層
の
自
殺
、
離
婚
、
そ
し
て
老
人
の
恍
惚
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご

さ
れ
て
」
か
ら
は
、
そ
れ
こ
そ
念
仏
と
も
ど
も
拝
む
よ
う
に
し
て
看
病
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
本
の
紹
介

『
す
く
い
と
よ
ろ
こ
び
』
大
谷
光
真

和
讃
に
、「
劫
（
こ
う
）
濁
の
と
き
に
う
つ
る
に
は

有
情
よ
う
や
く
身
小
な
り

五
濁
悪
邪
ま
さ

そ
れ
が
ま
っ
た
く
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
な
が
ら
、
長
男
の
お
嫁
さ
ん
が
心
づ
く
し
の
看
病
を
し

御
門
主
様
の
新
刊
本
が
ご
本
山
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
根
本
は
「

る
ゆ
え

毒
蛇
悪
龍
の
ご
と
く
な
り
」
と
ご
心
配
い
た
だ
い
て
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
物
が
、
富
が

て
い
る
お
姑
さ
ん
の
姿
に
感
動
さ
れ
、
そ
れ
を
夫
に
語
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
三
人
の
兄
弟
夫
婦

先
ず
、
現
代
人
で
あ
る
自
分
が
自
分
の
人
生
、い
の
ち
に
引
き
当

先
行
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
他
者
を
顧
慮
せ
ぬ
自
己
中
心
の
欲
望
追
求
の
あ
ま
り
、
小
さ
く
孤
立
し

の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
四
組
の
子
供
達
夫
婦
、
十
人
余
り
の
孫
達
に
ま
で
、
本
物
の
親
、
本

て
て
、
仏
法
を
聴
聞
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
常
に
仏
法
に
導
か
れ
て

た
者
の
集
ま
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
の
世
相
を
ご
心
労
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

物
の
祖
母
に
出
会
っ
た
喜
び
を
与
え
て
、
三
年
後
、
自
ら
も
還
浄
さ
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
こ

生
き
て
い
る
か
ど
う
か
―
」
親
鸞
聖
人
が
説
き
あ
か
さ
れ
た
お
念
仏
の
み
教
え
を
、
折
々
の
ご

か
。
ペ
レ
ッ
ク
の
「
物
の
世
界
」
の
中
に
「
急
激
に
出
現
し
た
消
費
社
会
は
、
人
生
を
愛
す
る
前
に
、
の
お
同
行
も
ま
た
、
お
念
仏
の
み
教
え
に
遇
い
、
転
ぜ
ら
れ
た
真
の
人
生
を
歩
ま
れ
た
一
人
で

親
教
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
よ
ろ
こ
び
。
こ
れ
ま
で
出
版
さ
れ
た
法
話
集
『
願
い
に
応
え
る
人

富
を
愛
し
て
し
ま
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
生
き
る
意
味
を
す
ら
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
現
代
な
の

あ
っ
た
、
と
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

生
』『
さ
と
り
と
信
心
』『
ま
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
』の
三
冊
か
ら
十
八
編
を
ま
と
め
て
新
書
判
に
。

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
本
願
寺
新
報
「
リ
ビ
ン
グ
法
話
」
Ｓ

・

・

掲
載
）

59

11

1

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
〜
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第４３号） 光山寺新聞 ２０１１年（平成２３年）５月１日（日曜日）


